








2009 年度「APU 中国語イマージョン・プログラムの充実・改善に関する研究」プロジェクトのため、筆者らは 2010 年 3








       相乗効果 
 




学生の中国語力を一層向上させるため、APU では 2006 年度から東北財経大学(遼寧省大連市)、2007 年度から浙江大学
(浙江省杭州市)の協力を得て中国語イマージョン・プログラムを実施している。このプログラムは中国の大学に約 5 週





筆者たちは 2009 年度「APU 中国語イマージョン・プログラムの充実・改善に関する研究」プロジェクトを実施するた
め、東北財経大学における APU 中国語イマージョン・プログラムの研究報告書を作成するとともに、2010 年 3 月 6日か
ら 3月 11 日の日程で、中国教育部管轄下の重点大学である華東師範大学(上海市)、復旦大学(上海市)、浙江大学国際教
育学院(杭州市)の三大学で外国人学生向けの中国語授業を見学、中国語教員との懇談、交流を行った。これらの取り組
みに基づいて、APU の中国語イマージョン・プログラムの一層の充実に向け、いくつかの改善点を提起してみたい。 




であり、現在、経済学、経営管理学、法学、文学、理学の 5つの学部と経済学、経営学の大学院や MBA、MPA 学院を有し
ている。同大学には 1000 人余りの教員と 2万人余りの在校生がいる。同大学は 1994 年から、教育の「高水準化、国際
化」を目指し、現在 14 の国・地域の 53 大学との間で教育学術協定を締結している。また、学部生や大学院生を対象に、
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目標としているが、この 20 年間、不断に教育改革を行い、特色ある教学システムを構築してきた。 
その特徴としては以下のことがあげられる。 

















の初心者（初級 B）とある程度中国語がわかる（初級 A ）に分けられる。また中国語レベル認定試験（HSK）は中国語を
母国語としない人の中国語能力を検定するためにつくられた標準的な試験であるが、同学院では一学期の学習を終えて、
初級 Bの学生は HSK3 級、初級 Aは HSK4 級、中級 Bは HSK6 級、中級 A は 8級、上級クラスは HSK9～11 級と到達点を設
定している。 
同学院には中国語専攻と国際貿易専攻の２つの本科があり、中国語に精通したうえで専門知識も備えた複合型人材の
育成を目指している。同時に大学の 31 専攻科目、65 修士課程、38 博士課程も留学生を募集している。 
















上級 上級 B 精読(6)、口語(4)、聞き取り(4)、上級作文(2)、
ビジネス中国語(2)、中国文化(2) 
HSK 9-11 級 
中級 A HSK 8 級 中級 
中級 B 
精読(8)、口語(4)、聞き取り(4)、中級作文（2）、
時事読解(2) HSK 6 級 
初級 A 精読（8）、口語（6）、聞き取り（4）、中国語
読み書き（2） 












の国際交流を重視し、開設以来、合計 11 名の教員が海外の大学で中国語を教えた経験がある。 
2.1.3 東北財経大学における APU イマージョン・プログラムの教育内容と成果 
2009 年 8 月 9 日から 9月 12 日にかけて筆者たちは、APU 学生 14 名が参加する 5週間イマージョン・プログラムを参観
することができた。学生たちの中国語、とくに聴解能力、会話能力は、5週間の短期留学を経て大いに上達したといえ
る。学生の中国語レベルが上達した要因として以下のことがあげられる。 
第 1に、多様な科目の設置、適切な教材の使用により学習効果を高めたこと。この 14 名の学生とは、APU 国際経営学




































3 月 6日  別府➔14:10 福岡国際空港(MU518)➔15:05 上海浦東国際空港 
3 月 7日  中国語教育関係資料の収集、研究調査に関する打ち合わせ 
3 月 8日  華東師範大学対外漢語学院（上海市）を訪問 
3 月 9日  ①復旦大学国際文化交流学院（上海市）を訪問 
     ②上海駅➔杭州駅移動、浙江大学国際教育学院副院長予定者主催夕食懇談会 
3 月 10 日 浙江大学国際教育学院を訪問、杭州駅➔上海駅 




津市、重慶市と並び、四つの直轄市の一つである。上海には 18 の区と 1つの県がある。2007 年末の常住人口は 1888.46
万人である。上海市は中国最大の商業、金融都市であり，2007 年の一人あたりの平均 GDP は 10,529 ドルである。外資




毎年、「国際映画祭」、「国際芸術祭」などの国際的なイベントが開催されている。2010 年 5 月 1 日から 10 月 31 日にか
けては「上海万博」が開催された。上海市には復旦大学、華東師範大学、上海交通大学、同済大学をはじめ 61 の大学が
ある。 




域で経済が最も発展している都市の一つであり，2007 年の一人あたり平均 GDP は 8,699 ドルである。杭州市には浙江大
学をはじめ、36 の大学がある。 
3.3 中国における三大学の概要 
華東師範大学(上海市)は 1951 年 10 月に開校した中国教育部直轄の重点大学である。「花園大学」と呼ばれる美しいキャ
ンパスで知られている。教育、社会科学、人文科学、自然科学技術及び行政科学を含む学術研究型大学である。19 の学
部、47 の学科、177 の修士課程、120 の博士課程が設けられている。教職員が 4,500 人余り、学部生が 13,600 人余り、 
修士課程学生と博士課程学生が 9,800 人余り在籍している。また 1,100 余人の専任教員がいる。経済、 政治、 文化が

















華東師範大学対外漢語学院は 2002 年 8 月に設立され、外国人留学生のみならず、中国語教育を専攻する中国人学生も受
け入れている。同学院は国家漢語弁公室の対外漢語教育基地であり、中国における最大の HSK 試験会場でもある。現在、
教職員数は合計 76 人、うち教授 10 人、副教授 24 人、講師 25 人が在籍している。43 の国と地域から留学生が来ており、
長期、短期と合わせて 1,000 人が在籍している。また、中国人学生は 567 人が在籍している。遠距離教育登録学生数は







学部は中国人学生を対象にし、在籍者が約 600 人である。漢語言学部は留学生を対象にし、在籍者が約 200 人である。
漢語言文化教育センターは留学生を対象にし、現在 43 の国と地域から短期・長期語学留学プログラムの在籍者が合わせ
て約 1,000 人が在籍している。ヨーロッパ、アメリカからの留学生が多いのが、同学院の特徴である。一方、日本・韓
国からの留学生は全体の 3分の 1 にすぎない。学生の多くは卒業後、同大学の各学部、または復旦大学、上海交通大学
の学部に進学する。中国人学生と同じ専門授業が受けられる語学レベルに達していることから、漢語言文化教育センタ
ーの語学留学コースの質の高さを裏付けている。 
 漢語言文化教育センターでは１学期（4 ヶ月）以上の語学留学を長期語学留学、4 ヶ月以内の語学留学を短期語学留学
としている。多くの留学生は１学期（4 ヶ月）以上の長期語学留学プログラムに在籍している。長期語学留学プログラ
ムは 12 レベルのクラスに分けられ、各クラスに 20 人前後の学生がいる。下記の表１は、各レベルのクラス編成、学習
内容、教科書、到達度などをまとめたものである。 
 
表１   各レベルのクラス編成及び学習内容 














HSK 6 級 
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APU の中国語教育に比べ、華東師範大学対外漢語学院の中国語教育は次の５つの特徴を持つ。第 1 に、媒介言語を使用
しない。第 2に、ゼロスタートのクラスから平常の会話スピードで授業を行う。第 3 に、単一の教授法ではなく多様な
教授方法を採用している。第 4に、全ての授業でマルチメディア教材システムの整備ができているが、「人対人」の伝統
的な教学方法を重視している。 















復旦大学は 105 年の歴史をもっている。1974 年から本格的に留学生を受け入れたが、1980 年代以降留学生が急増、その
需要に応じるため 1987 年に国家教育委員会の許可を経て「国際文化交流学院」を設立した。同学院は、復旦大学の留学
生教育を担当する専門機構であり、新中国成立以降もっとも早く留学生を受け入れた対外漢語教育機構であると同時に、
中国における最初の四つの留学生重点教育基地の一つでもある。    
同学院は中国語教学と同時に中国語教師の育成にも力を入れている。「孔子学院設立プロジェクト」により、中国国内
から 10 あまりの協力校を選抜したが、復旦大学もその中の一つであり、国際文化交流学院は 2005 年に北欧・ストック
ホルム大学孔子学院を皮切りにすでに海外の約 10 あまりの大学と共同して孔子学院の運営に力を入れている。同学院の
対外中国語教育事情を知るため、以下、講師陣と留学生の状況等をまとめておく。 
同学院には 54 人の専任教師と兼職講師が在職しているが、職位別構成では，教授 5 人、正高級講師 2 人、助教授 14
人，高級講師 7 人、講師 32 人となっている。年齢別では，40 歳以下の青年の教師が 61%( 23 人)である。学歴別では、
大学院卒が 37 人 68.5%(博士卒業者が 15 人、修士卒業者が 22 人)を占める。対外中国語教師の有資格者が 68.5%(37 人)
を占めている。また学内言語学部の大学院生や退職した学内外の一部の教師を兼任教師として採用している。優秀な教
育陣であり、対外中国語教材の約 40 種類を編纂している。現在同学院で使用している精読教材『拾級漢語』も同学院が
編著したものであるが、初級から上級の聴解や会話などを合わせると 14 冊シリーズとなっている。 
年間の留学生総延べ人数は 2000 人を上回るが、国費や短期集団研修生が多いのがその特徴である。これらの留学生は
50 カ国以上の異なる国々から集まってきている。表 1 で、同学院の留学生の種類を、表 2では調査時(2010 年 3 月)に開
講されていたクラス数とそのレベル分け、1週間の授業数とクラス別人数をまとめておく。 
           
表 2 留学生の種類 
中国言語文化専攻 











短期留学(2 週間～12 週間) 





5.2.1 クラス名：C-M クラス 聴講時のクラス人数：13 人（アジア系：欧米＝1：3） 
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同学院における留学生の募集は、年間長期留学生が約 1400 人、短期留学生が約 600 人であり、短期留学生は季節によ
って人数に変動があるものの、夏は冬の倍になるとのことである。語学学習者は、本科生、長期生、短期生、専門科目
研修生などのパターンがメインとなっている。 
また長期の初級クラスは全部 20 人前後の編成で、初級と中級者には週 20～22 コマの授業が行われている。上級クラ




















組まれており、独学に役立つだけでなく HSK への対応にも適した内容となっている。 






















同学院は海外大学との教育連携やイマージョン・プログラムにも積極的に取り込んできた。2004 年 5 月 25 日に、APU
と学術・教育協定を結び、2007 年から APU イマージョン・プログラムを実施している。同年 8月に第一期 APU 生を迎え
入れ、夏休みを利用した 5 週間余りの短期語学学習を行い、大きな成果を上げた。 
同学院は多分野、多学科にわたる開講科目を設置し、留学生に中国風俗や慣習、哲学、宗教、美学、政治、法律、経
済学、マーケティング、経営学、貿易実務など幅広い分野を学ばせている。さらに、中上級レベルでは、聴解、会話な





























































第 5に、APU 生が受ける授業のレベルを調整する。浙江大学国際教育学院にはすでに 2期に渡り APU 生を送ってきた。
本校 APU で中国語Ⅰ或いはⅡを勉強し、現地で次のレベル（Ⅱ或いはⅢ）を習得し、APU に戻り、中国語Ⅲ或いはⅣを
履修できるようにしているが、実際は学習時間数の差が原因となり、APU 生は現地クラスのレベルに追いついていない。




























ている教員との交流ができた。第 2 に、浙江大学、東北財経大学での APU の中国語イマージョン・プログラムの充実・
改善に向け大変参考になった。とくにイマージョン・プログラムの事前・事後学習の指導、現地での実施に対する改善
の方法が明らかになるため、今後、このプログラムを実施する際、より魅力的で効果的なプログラムの創造が可能にな









 付記：本報告書の執筆者は本研究プロジェクトのメンバーである。曹瑞林は第 1 節、第７節、全体の編集、李秀麗は第
2節、王振宇は第 3節、王蕊は第 4節、呉青姫は第 5節、張文青は第 6節を執筆した。  
 
このプロジェクトは、APU 言語教育センターからの支援、上記の中国 4 大名門大学からの多大な協力を得て実施する
ことができた。中国語教員一同、心より感謝申し上げたい。 
 
